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◎ 用途判定の基本は、S.50.4.15 付け消防予第 41 号・消防安第 41 号による。 
◎ 防火対象物全体の用途は、消防法施行令第８条に規定する区画（以下「令８区画」という。）を考慮せず 

判定する。 
◎ 上記⑤に該当した場合に、令８区画があり当該区画内に２以上の用途がある場合における消防用設備等の 

規制は、上記に準じて判定した用途による。 
◎ 令別表用途が２以上と一般住宅が存する場合は、まず令別表部分のみで用途を判定し、その後一般住宅と

の関係で最終用途を決定する。 

① 用途（機能従属部分を含む）の面積確定（共用部分は按分（第 2 参照）） 

② ①により面積が最大の用途を主たる用途と判定 

③ 主たる用途が延べ面積の 90%以上で

かつ独立用途部分が 300 ㎡未満 
④ ③以外の場合 

 主たる用途（単項）と判定 
⑤ 複合用途（16 のイ・16 のロ）と判定 

⑥ 特定用途部分を合算 

⑦ 特定用途が延べ面積の 10%以下でか

つ独立用途部分が 300 ㎡未満 

（16）項のロと判定 
※特定用途部分は非特定用途の主たる

用途とみなされる。 
 

⑧ ⑦以外の場合 

（16）項のイと判定 
 


